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平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

が
、
す
っ
か
り
放
置
さ
れ
た
道
の
よ
う
で
雑
草
が
生
い

茂
り
、
前
進
す
る
の
に
苦
戦
し
た
。 

池
子
の
地
の
人
な
ら
知
っ
て
い
る
逗
子
高
裏
手
か

ら
神
武
寺
に
上
る
旧
道
が
あ
る
。
こ
こ
は
磨
り
減
っ
た

石
畳
の
道
で
、
傾
斜
が
緩
や
か
だ
か
ら
歩
き
や
す
く
楽

し
い
。
私
の
好
き
な
山
道
だ
。
し
か
し
、
今
は
学
校
の

許
可
が
必
要
な
た
め
、
残
念
だ
が
ほ
ぼ
廃
道
に
な
っ
て

い
る
。 

制
約
が
あ
る
が
驚
き
の
風
景
と
い
え
ば
、
新
宿
七
曲

り
の
道
を
披
露
山
へ
少
し
上
り
樹
木
越
し
に
見
下
ろ

す
逗
子
海
岸
の
夜
景
だ
。
陽
が
落
ち
暗
く
な
っ
た
海
に

沿
う
よ
う
に
、
帰
路
に
つ
く
車
の
ラ
イ
ト
が
弓
な
り
に

流
れ
繋
が
っ
て
い
く
。
ま
ち
の
明
か
り
も
点
在
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
だ
が
静
と
動
、
明
暗
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し

さ
は
、
函
館
山
や
神
戸
六
甲
山
に
遜
色
は
な
い
。
素
晴

ら
し
い
夜
景
が
楽
し
め
た
。 

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
は
近
く
に
あ
る
よ
う

で
遠
く
、
今
は
誰
で
も
行
け
る
場
所
で
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
生
活
の
た
め
の
道
も
そ
の
ニ
ー
ズ
が
う
す

「
マ
イ
ナ
ー
な
道
」 

 
 

先
日
、
自
然
の
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と

名
越
緑
地
を
歩
い
た
折
に
、「
名
越
尾
根
道
」
の
道
標

が
目
に
止
ま
り
皆
で
山
道
を
歩
い
た
。
途
中
、「
東
名

越
」
の
道
標
が
あ
り
、
久
木
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
通
じ
る

道
だ
っ
た
。
初
め
て
の
道
だ
っ
た
の
で
楽
し
い
の
だ

れ
、
今
は
消
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
壊
さ
れ
な
け
れ
ば

将
来
に
向
け
て
道
の
潜
在
力
は
残
っ
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。 

竹
編
み
の
コ
シ
ゴ
（
腰
篭
）
を
腰
に
付
け
、
ジ
ジ
と

松
茸
取
り
に
山
に
入
っ
た
私
の
里
山
は
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
の
中
に
あ
る
よ
う
だ
。 

文 

松
岡 

安
宗  

「
逗
子
海
岸
か
ら
山
間
に
昇
る
日
の
出
を
見
る
」 

 

絵 

熊
谷 

由
美 

「
桜
山
中
央
公
園
の
ド
ラ
イ
ブ
ロ
ー
ド
」 

 

絵 

熊
谷 

由
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瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 逗子市ＨＰ、逗子の景観まちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

瓦版に掲載する 
逗子の景観コラム、 
イラスト募集中！！ 

逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

逗子の景観を考える vol.14 

 
自転車をこぎながら見る景観、車が走らない景観をかんがえてみる 

「ツール・ド・逗子」というイベントをお聞きになったことがある方もいらっしゃると思います。「ツール・ド」

と銘打っていますが、これは自転車や徒歩で地域をめぐるスタンプラリーイベントです。「歩行者と自転車のまち

を考える会」は、このイベントの開催を通じ、地域の魅力を再発見していただくこと、自転車や歩くことの魅力

を再認識していただくことで過度に自動車に依存しないまちづくりを進めることを目的としています。 

もう一つこれまで取り組んできているイベントが「カーフリーデー」。こちらは、毎年９月に世界中の都市が街

中を歩行者天国などにして「自動車を使わない日」を実現するイベント。すでに世界では道路は、クルマのもの

から人中心へとシフト。あのニューヨークでも、交通対策は渋滞解消ではなく、歩行者の安全確保が主命題にな

っています。振り返って小さな逗子。歩行者が安心してゆっくりとくらせるまちの風景を目指してみませんか。 

記 「歩行者と自転車の会」会長 三浦清洋 

 

私の逗子の走り方 
～自転車だから見える景色～ 

ルールの説明を受けて、 
亀岡八幡宮を出発！ 

 

ツール・ド・逗子に参加した高校
生が道中の景色を写真でご紹介！ 
たくさん走ってたくさんの景色を
撮ってきてくれました。 

披露山公園の眺望。 

景色が一気に開ける！ 

自転車だから気付く、道沿いの
心和むお花。お手入れの様子を

垣間見れました。 

小坪漁港に到着。丘陵に並ぶ
家並みと漁港の風景はここな
らでは。 

道中のヤマユリがキレイ。逗子
には里山もあるんだ。 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape
http://4.bp.blogspot.com/-W3AOMVekRMA/UZSswpFSyrI/AAAAAAAAS8g/e4Yzr_HP1Bo/s800/olympic18_bicycle.png
http://3.bp.blogspot.com/-CQXZISN3rVo/VMIu8kXvBGI/AAAAAAAAq10/hM7Pz2b7ERo/s800/bicycle_road_bike.png

